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東京電力福島第一原子力発電所事故による愛媛県内の 

環境試料への影響監視調査結果(平成 24 年)について 

 
青木平八郎 影浦裕 菰田健太郎 安永章二 二宮久 

 
1. はじめに 

東京電力福島第一発電所事故（以下「東

電事故」という。）の発生を受けて，愛媛県

では文部科学省の指示や県独自の取組に

より継続的に放射線モニタリングを強化，実

施してきた。平成23年12月22日に文部科

学省より，このモニタリングに関して，測定

頻度，測定精度，調査対象等の調査方法

について見直しの発表があった。愛媛県は

この見直しを踏まえ，平成24年から環境試

料について，測定精度の向上や測定頻度

の縮減による調査を実施してきた。この調

査について，調査方法，結果，評価につい

て整理した。また,伊方原子力発電所周辺

放射線等調査（以下「通常調査」という。）で

の一部の環境試料への東電事故の影響に

ついて報告する。 

 

2. 方法 

2.1. 大気浮遊じん 

原子力センター屋上にて，毎月第2水曜

日に，大気中のダスト状の放射性物質濃度

を測定するため，ハイボリュームエアサンプ

ラにより1200L /min で24 時間大気を吸引

した後，捕集用ろ紙を打ち抜き，Ｕ8 容器

に詰めて測定用試料とし，80000秒間測定

した。また，大気中のガス状の放射性物質

濃度を測定するため，ローボリュームエアサ

ンプラにより60L /min で24 時間大気を吸

引した後，捕集用カートリッジの活性炭をＵ

8 容器に詰めて測定用試料とし，80000秒

間測定した。また，大気中のガス状の放射

性物質濃度を測定するため，ローボリュー

ムエアサンプラにより60Ｌ/min で24 時間

大気を吸引した後，捕集用カートリッジの活

性炭をＵ8 容器に詰めて測定用試料とし，

80000秒間測定した。 

・ハイボリュームエアサンプラ 紀本電子

工業 MODEL-120BL 

･捕集用ろ紙 ADVANTEC GB-100R 

・ローボリュームエアサンプラ 

MunroEnvironmental L60 

・捕集用カートリッジ ADVANTEC 

CHC-50-A10 

（前面にダスト成分除去のためのろ紙

ADVANTEC HE-40T を設置） 

2.2. 降下物・降水 

愛媛県立衛生環境研究所屋上にて，月

の初めに大型水盤中に純水を入れておき，

1ヵ月間の降下物を受け，翌月の初めにポリ

エチレン製バケツに降下物試料全量を採

取し，水分を加熱蒸発し，濃縮した試料を

Ｕ8 容器に移して測定用試料とし，80000

秒間測定した。 

・大型水盤 ステンレス製 受水面積：円

形5000㎝2 深さ：30㎝ 

2.3. 水道水 

原子力センターの蛇口にて，平日の毎日

数分間流出させた後1.5Ｌ採取し，水分を加愛媛県原子力センター 八幡浜市保内町宮内 1-485-1
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熱蒸発し，3ヶ月分の濃縮した試料をＵ8 

容器に移して測定用試料とし，80000秒間

測定した。 

2.4. 海水 

表層海水をポリ容器に採取して測定施

設まで搬入し,2Lマリネリ容器に移して測定

用試料とし,80000秒間測定した。 

2.5. 海産生物 
通常調査で実施している海藻類及び無

脊椎動物について,放射性ヨウ素を対象とし

た調査を実施した。生試料を裁断して2Lマ

リネリ容器に移し,80000 秒間測定した。 

2.6. 通常調査 
「伊方原子力発電所周辺の安全確保及

び環境保全に関する協定書」に基づく環境

放射線等調査計画により,陸上試料（大気

浮遊じん,陸水,土壌,農産食品,植物,降下

物,降水）や海洋試料（海水,海底土,海産生

物）について測定をした。 

 

3. 結果及び考察 

3.1. 大気浮遊じん 
大気浮遊じんの測定結果について表 1

に示した。すべての検体で人工放射性核

種は検出されなかった。この調査は,毎月継

続して実施している。 
3.2. 降下物・降水 
降下物・降水の測定結果について表 2 に

示した。すべての検体で人工放射性核種

は検出されなかった。この調査は,文部科学

省委託環境放射能水準調査の一環として

実施している。 
3.3. 水道水 
水道水の測定結果について表 3 に示した。

すべての検体で人工放射性核種は検出さ

れなかった。この調査は,毎日継続して実施

している。 
3.4. 海水 

海水の測定結果を表 4 に,採取海域を図１

に示した。調査したすべての海域で人工放

射性核種は検出されなかった。この調査は,
事故による新たな放射性物質の放出がな

いことから,平成 24 年 4 月以降実施してい

ない。 
3.5. 海産生物 

海産生物の測定結果を表5に示した。海

藻類及び無脊椎動物から放射性ヨウ素は

検出されなかった。この調査は,事故による

新たな放射性物質の放出がないことから,平
成24年4月以降海藻類については,通常調

査に移行し,無脊椎動物の2Lマリネリ容器

による放射性ヨウ素の測定は実施していな

い。 

3.6. 通常調査 

 陸上試料の植物（杉葉）の測定結果を表6
に示す。愛媛県では,杉葉を佐田岬半島北

側斜面の瀬戸内海に面した九町越と南側

斜面の宇和海に面した大浜とで採取してい

る。2月の試料から人工放射性核種セシウ

ム-134(Cs-134)が大浜で0.044Bq/ｋｇ生,

九町越で0.50 Bq/ｋｇ生,同時に人工放射

性核種セシウム-137(Cs-137)も0.046 Bq/

ｋｇ生と0.64 Bq/ｋｇ生測定された。また,九

町越では5月及び7月にもCs-134が0.099 

Bq/ｋｇ生と0.090 Bq/ｋｇ生,Cs-137が0.17 
Bq/ｋｇ生と0.15 Bq/ｋｇ生測定された。測

定されたCs-134とCs-137の放射能濃度を

東電事故まで減衰補正したものを図２に示 

す。伊方原子力発電所からの予期せぬ放

出がなく,東電事故によるCs-134とCs-137
の放出量がほぼ同量1)であることとも一致す

ることから,東電事故による影響と考えられる。

土壌や河川水,野菜等の環境試料からは

Cs-134は検出されておらず,大浜の杉葉か

らも5月及び8月に検出がないことから,杉に

よる土壌からの取り込みではない。東電事 
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